
 ※時間割・テーマ等が変更となる場合があります。予めご了承ください。  【プログラム】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日程  時  間  テ  ー  マ 講  師 （敬称略） 

３ 

月  

２ 

日  

（土）  

 9:30～10:45 子どもの声の届く日本 その１ 
渡辺 久子  LIFE DEVELOPMENT CENTER 渡辺醫院 

副院長 児童精神科医 

11:00～12:15 
フィンランドの『早期ダイアローグ』と『ネウ
ボラ』－子育て家族に優しい日本をめざして－ 

高橋 睦子  吉備国際大学 社会福祉政策論  

教授 

 
13:15～14:30 「子ども不足に悩む国、ニッポン」の今 

ミュリエル・ジョリヴェ  
 上智大学 名誉教授 

 
14:45～16:00 

子どもの安心・安全を守る 
－離婚後の面会交流をめぐって－ 

酒井 道子  慶應義塾大学病院小児科 

臨床心理士 

 16:00～16:30 ＜質  疑  応  答＞ 

３ 

月  

３ 

日  

（日）  

 9:30～10:00 子どもの声の届く日本 その２ 渡辺 久子     （前  掲） 

10:15～11:30 DV虐待を含む紛争ケースでの子の監護面会 長谷川 京子 みのり法律事務所 弁護士 

11:45～13:00 被災を生きる親子のトラウマとレジリエンス 
鈴木 廣子  すずきひろこ心理療法研究室 室長 

児童精神科医 

 
14:00～15:15 子どもの居場所を創る 

菊池 信太郎 菊池記念子ども保健医学研究所 

菊池医院 院長 

 
15:30～17:00 

≪パネルディスカッション≫  

－子どもの声の届く日本－  

パネリスト：出講講師（予定） 

司     会 ：渡辺 久子 

 

子ども・専門講座 8 

 

今日本の子どもは、年々数が減り、100 年後には絶滅危惧種になるとまでいわれています。しかし問題は

子どもの数だけではなく、今を生きる子どもの瞳が生き生きと輝いていないことでしょう。虐待、いじめ、自殺、

不登校、引きこもりなど、増え続ける子どもの問題は、子どもが子どもらしく親に甘え、兄弟や地域の仲間と楽

しく遊び学びあう生活が失われていることのあらわれです。戦後の高度経済成長は、効率中心の学歴主義、

商業主義を全国に蔓延させ、子どもから家庭や地域の温かいふれあいを奪いました。外遊びではなく塾やお

稽古ごとに忙しく、親子の会話や一家団欒のかわりにゲームやパソコンにはまる生活に疲れ、生きているのが

つらいと訴える子どもが年々増えています。  

今日本小児科医会は全国に「子どもは遊びが主食です！」と訴えています。超高齢化日本社会にむけて

「子どもの声はアンチエージング！」と私たちも主張したいと思います。世界では国連も WHO も脳科学の研

究をふまえ、地球の未来を担う子どもの健やかな発達を保障するために、愛着を育みトラウマを防ぐ社会作り

を呼びかけています。特に受胎から始まる「最初の 1000 日間」を発達の要の時期と定め、世界中の大人が

責任をもって子どもの環境を改善するよう提案しています。日本では司法、行政、教育や福祉の各分野で、

はたして子どもの発達特性をふまえ、子どもの身になったシステムが作られているかを見直すことが必要です。  

本講座では、親子関係の基礎となる愛着理論と、戦争や震災のトラウマ理解を助ける「ゼロ・プロセス zero 

process」について学び、子どもの声の届く日本社会の実現を模索します。本講座の講師は、国際的な視野

で日本と地球の未来を考える専門家です。「子ども不足に悩む国ニッポン」（大和書房 1997）を出版し、いち

早く日本の少子化危機を警告した社会学者Ｍ・ジョリヴェ先生。フィンランドのネウボラとオープンダイアロー

グの根幹には市民の主体性があると指摘する社会学者高橋睦子先生。父母紛争や離婚後の子どもの面会

交流のトラウマをうきぼりにする弁護士長谷川京子先生。東日本大震災後の東北で聴覚トラウマをはじめと

する複雑トラウマに取り組む鈴木廣子先生。放射能汚染の福島で、「郡山市被災後子どものケアプロジェク

ト」を早期に立ち上げ子どもの生活の再建にとりくむ小児科医菊池信太郎先生。性虐待、DV 被害児のトラ

ウマに取り組む臨床心理士酒井道子先生です。講師と参加者が活発に討論する時間も用意いたします。  

                             ≪企画講師 ／ 渡辺 久子≫ 

講座№18308 

 子どもの声の届く日本： 
愛着を育みトラウマを防ぐ社会をめざして 

期  日：201９年 3月 ２日（土）・３日（日） 

受講対象：医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他 

定  員：80 名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください） 

受 講 料：12,000 円（税込み）  ※昼食は各自おとりください 

会  場：明治安田こころの健康財団 講義室  ※詳細地図は受講証に添付します 

東京都豊島区高田３-１９-１０    

ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約 7 分 

主  催：公益財団法人 明治安田こころの健康財団   03-3986-7021 

＊日本臨床心理士資格認定
協会「短期研修機会（ワーク

ショップ）」 
承認番号：W２９１１１ 
承認期間：平成２９年７月１日 

～平成３４年６月３０日 


